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大学生が「若者の地元定着促進」のための案を発表 
－経済学科・山口ゼミで PBL（課題解決型学習）－ 

行政・企業の担当者を前にプレゼンテーション 
 

熊本学園大学経済学部経済学科・山口泰史准教授（専門：人口地理学）のゼミの学生が、行政・企業の担当者に向

け「若者の地元（県内）定着促進に対する課題解決」に関する案を発表します。 

 

「地方創生」が国や地方の施策の柱となっている今、人口減少や少子高齢化が進む地域で継続的な活性化を図

っていくためには、地域を支える若年層は欠かせない存在です。とりわけ、地方圏出身者が、U ターンも含め就職等

でどれだけ地元に残留・定着するかは、地域の将来を左右するひとつの指標と考えられています。 

 

同課題について研究している山口ゼミでは、これまで、戦後の日本の人口移動の実態や、若者の地元定着のた

めの施策を進める自治体および企業の取り組みについて学んできました。2019年10月から11月にかけては、熊本

県が推進する「『くまもとではたらく』若者の県内定着促進プロジェクト」、U ターン者への奨学金助成プログラムを

開発した鹿児島相互信用金庫（同金庫設立の「そうしん地域おこし研究所」）の担当者を迎えたゲスト講義や、菊池

市「域学連携」地域づくり実行委員会に話を聞くフィールドワークも実施。実務者から生の声を聞き考察を深め、そ

の後は「若者の地元定着」に関する学生向けアンケート調査の設計、実施、集計を経て、仮説をもとに、同年代の若

者が地元に住みたい、残りたいと思える地域づくりについて積極的に議論を重ねてきました。 

 

このたび、14人の履修学生が4グループに分かれて各自の案をプレゼンテーションします。また、プレゼンを聞

いた担当者が「審査員」となって採点し、優勝・準優勝グループを決定します。なお、この活動は、本学が教育改革・

教育の質向上を目的に、その取り組みを支援する事業「クマガクGP」にも採択されています。 

よろしければ取材いただきますよう、ご案内申し上げます。 

 

 

＜経済学科・山口ゼミ 「若者の県内定着促進に対する課題解決」成果報告会＞  

■日 時     2020年1月23日（木） 13時00分～14時30分 

■場 所     本学14号館1階1411教室（熊本市中央区大江2丁目5-1） 

     ■発表者     2年生14名 

     ■参加予定    熊本県労働雇用創生課／同地域振興課／菊池市企画振興課／宇土市議会／ 

自治体・企業   熊本第一信用金庫／ 熊本信用金庫／（一社）南九州信用金庫協会 ほか 

 

 

本リリースについてのお問合せ   

熊本学園大学 広報室 TEL：096-364-8722（直通） Mail：koho-kgu@kumagaku.ac.jp 
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